
 

2020年度 学校関係者評価報告書 

  

学校法人ヒラタ学園大阪航空専門学校では、2015 年度から教育活動について、実施状況を総合

的かつ客観的に把握することにより、問題点を明らかにするとともに、PLAN、DO、CHECK、ACTION

というサイクルを実効的なものとするため、「学校自己評価」を実施しております。 

また、自ら行った「学校自己評価」について、学生の日常関係者、関係業界、教職員から成る

「学校関係者評価委員会」において評価を実施いたしました。 

本委員会で頂いた貴重なご意見、ご指導に感謝申し上げるとともに、今後の学校運営の改善、

教育の質の向上等、教育活動の充実・強化に取り組んで参ります。  

   

2020年 8月 7日 

学校法人ヒラタ学園 大阪航空専門学校 

校長（事務局）  山本 昭彦 

 

学校関係者による評価について 

 

１．学校関係者評価委員会委員 

委員氏名 所     属 備 考 

海老名 巌 
公益社団法人 日本航空技術協会 

常務理事 

業界団体 

関係者 

浦田 信雄 

（委員長） 

サンコー・エア・セルテック株式会社 

代表取締役 

業界企業 

関係者 

高見 恭二 
エアバス・ヘリコプターズ・ジャパン株式会社 

総務・人事部 理事 

業界企業 

関係者 

菅田 智裕 
ＣＫＴＳ株式会社 

執行役員 

業界企業 

関係者 

柴谷 国光 
株式会社Ｋグランドサービス 

総務人事部長 

業界企業 

関係者 

小倉 保徳 
学生食堂経営者 

美菜家 さくら 代表取締役社長 
学生関係者 

加藤 喜代美 
賃貸マンション経営者 

提携学生寮 
学生関係者 

 

２．学内関係者（事務局） 

山本 昭彦 
大阪航空専門学校 

校長 

 

３．実施要領 

学校関係者評価委員会は、「学校自己評価報告書」に対する再評価をお願いするものであり、

事前に学校関係者評価委員の皆様に「平成３１年度（令和元年度）学校自己評価報告書」を

送付したうえで、開催いたしました。 

 

４．評価結果の公表 

学校関係者評価委員会でいただいた評価は、「学校関係者評価報告書」に取りまとめ、本校の

ホームページで公表します。 

 

５．評価項目毎の学校関係者評価  

   評価項目に対する学校関係者の評価、ご意見等について以下の通り報告します。  



評価は、４：適切、３：ほぼ適切、２：やや不適切、１：不適切として記載します。  

尚、評価項目が複数項であるため下記評価については平均点としています。 

 

5.1 教育理念・目標        評価 3.8 （ほぼ適切） 

    ・社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想の評価３であるが、４ではない理由はあ 

るのか。 

・何も考えていない訳ではないが、具体的取り組みとして検討会・プロジェクトなどが立 

ち上がっているわけでもないということもあり、３としました。 

・教育理念・目標については、明確にされており、学校案内やホームページで周知されて 

いることを確認できている。 

 

5.2 学校運営           評価 ４ （適切 ） 

・ハラスメント相談員は規定通り３名指名し、相談員への研修（校内）も実施している。 

・コンプライアンス委員会は常設していないが、問題発生時に校長・学科長・教務部を中 

心に処理することで運用している。 

・教職員行動規範はヒラタ学園として統一したものがある。 

 

5.3 教育活動           評価 ４ （適切） 

・教員研修について質・量ともに不足は感じるが各学科単位で検討・実施をしている。 

 

5.4 学修成果           評価 3.8 （ほぼ適切） 

・就職率については、各学科・キャリアで連携し向上を図っている。 

・退学率の低減の取組みについて厳しい評価をされていると感じる。 

・航空業界への憧れで入学しても業界の厳しさを感じて退学する者が毎年出ている。 

 その対策が十分でないという事から３の評価になっている。 

・入学後の進路変更について、広報の取り組みはあるのか。 

・大学は総合的な学習であり専門学校は実践的な職業訓練が目的であるという根本の違い 

を丁寧に説明し、専門学校の場合は進路変更しづらいということも伝えています。 

   ・入学後の進路変更の対応は教務、広報としては入学前に進路の方向性の手助けをするこ 

とが役割分担と認識しています。 

 

5.5 学生支援            評価 3.8 （ほぼ適切） 

・卒業生の支援体制とは文部科学省は何を期待しているのか。 

コロナ禍において在校生の就職斡旋もままならない状態で、卒業生の面倒まで見なくて 

はならないのか。 

   ・現状、キャリアとしては卒業生から相談があった場合に企業情報を提供するなどの対応 

をしています。 

 

5.6 教育環境            評価 ４ （適切） 

・特に意見等ありません。 

 

5.7 学生の受け入れ募集       評価 ４ （適切） 

・2021年度生から iPadを支給するため、学修支援経費として学費の増額を予定しています。 

  

5.8 財務              評価 ４ （適切） 

   ・財務情報の公開はホームページ上で公表するとされていることは確認しています。 

・その他に関しては特に意見等ありません。 

 

5.9 法令等の遵守         評価 ４ （適切） 



   ・「学校自己評価」及び「学校関係者評価」は、ホームページ上で公開されている事は確認 

しています。 

 

5.10 社会貢献・地域貢献      評価 ４ （適切） 

   ・特に意見等ありません。 

 

６．総括意見 

  ・卒業者支援という意味で、ＯＢ・ＯＧからのニーズがあれば企業としても対応していきたい。 

  ・数年は学生募集が大変だとは思いますが、航空業界は継続されていくことから良い人材を送っ 

ていただけるようにお願いしたい。 

  ・航空専門学校であるにも拘らず、コロナ禍とはいえ就職対策的に他業種を視野に入れた教育に 

も手を出すとなると、摘まみ食いの教育になってしまうのではと感じる。 

現状が続くわけもなく、時期はわからないが確実に回復すると思うので、航空専門学校らしく 

航空に関する知識教育をお願いしたい。 

 

                                   以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人ヒラタ学園 大阪航空専門学校 

〒593-8326 大阪府堺市西区鳳西町３丁７１２番地 


